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一年中桜に出会える町よりい実行委員会へ感謝状
桜の展示で多くの人を魅了
多年にわたり桜を役場庁舎に飾り、多くの方を楽しませ
てくださったことに対して、町から一年中桜に出会える
町よりい実行委員会へ感謝状を贈呈しました。同会は
「300品種・1万本」を目指し、桜の植樹活動を行い、役
場での桜の展示は今年で9回目を迎えました。会長の大
久保和勇さんは「会は今年で15年目を迎え、多くの方の
協力で活動ができています。そのことに感謝し、これか
らも寄居町で多くの桜を見られるように活動していきま
す」と話してくれました。

寄居ジュニアソフトボールクラブが県大会3位入賞！
第15回春季全日本小学生女子大会埼玉県予選会
2月12日､13日に開催された第15回春季全日本小学生女
子大会兼第32回関東小学生選抜女子大会埼玉県予選会
に､寄居ジュニアソフトボールクラブが出場し､第3位に輝
きました｡キャプテンの田中葵さん(鉢形小5年・学年は大
会当時)は「新チーム9人で力を合わせ､県大会で第3位に
なることができて本当によかったです｡準決勝では､惜し
くも1点差で敗れてしまいましたが､これからも練習を一
生懸命して､大会で勝ち上がれるように頑張っていきま
す」と話してくれました｡

城南中ソフトボール部が関東大会出場！
たった9人で勝ち取った関東大会
3月12日､13日に開催された第32回関東中学生選抜ソフ
トボール大会に､城南中学校のソフトボール部が出場し
ました｡本チームは､地区予選会とジュニアアスリート女
子ソフトボール大会(県大会)でそれぞれ優勝し､関東大
会の出場を勝ち取りました｡監督は「部員のほとんどが
初心者で､9人ぴったりの人数で戦ってきました｡コロナ
禍で練習ができない日もありましたが､それぞれが自分に
できることを探し､練習することができました｡関東大会
では､自慢のチームワークと明るさで､茨城県代表に勝利
し、3位という結果を残すことができました。応援ありが
とうございました」と話してくれました。

渡邊務さんが受章されました！
旭日単光章
渡邊務さん(末野4)は、平成3年5月から19年5月までの
16年間にわたり、寄居町議会議員として地方自治の振
興発展に貢献されました。議員在職中は議会議長をはじ
め、総務常任委員会委員長、議会運営委員会委員長等を
歴任し、町政発展に大きく貢献され、今回の受章となり
ました。渡邊さんは今回の受章について「このたびの受
章の栄に浴し、身に余る光栄に思います。家族、多くの
友人、地域の皆様のご支援に心から感謝申し上げます」
と話してくれました。
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▲北条氏邦感状　天正16年（1588）9月11日 
　沼田での合戦で敵１人を討ち取る戦功によって、北条氏邦から北爪新八郎へ与えられたもの。
　※指定は上の古文書を含む5点。

令和4年
春季企画展 昌国寺

　鉢形城歴史館の令和４年春季企画展は「昌国寺」と題
し、県立歴史と民俗の博物館と共催で開催します。
　昌国寺は町内赤浜に所在し、戦国時代末期の天正年
間（1573～92年）に水野石見守長勝が、屋敷跡に開基
したと伝わる曹洞宗の寺院です。鉢形城開城後、長勝は
徳川家康の従兄弟であったことから、旗本に取り立てら
れ、水野家は、後に6000石の大身旗本家となり、昌国
寺を菩提寺としました。この昌国寺は、歴代将軍から20
石の朱印地を賜わり、その朱印状や水野家が奉納した肖
像画や什

じゅうもつ

物などの文化財が数多く残されています。境内
には、水野家歴代の墓石や陣屋跡の堀や石積みが残る
など、歴史と文化財の宝庫といえます。
　本展では、県立歴史と民俗の博物館が保管していた
昌国寺の資料を地元に里帰りさせ、また、同寺に残る什
物を合わせて展示公開します。

▶�期間 
4月16日㈯～6月5日㈰ 
※�4月18日㈪、25日㈪、5月6日㈮、9日㈪、16日㈪、23日㈪、
30日㈪は休館日

▶�開館時間�
午前9時30分～午後4時30分(入館4時まで)
▶�場所 

鉢形城歴史館･企画展示室
▶�入館料 

一般200円､高校生･大学生100円(20人以上半額) 
※70歳以上､中学生以下､障害者手帳をお持ちの方は無料
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造如意輪観音坐像 東照権現(徳川家康)像

関連事業を予定しています。詳しくは、鉢形城歴史館ホームペー
ジをご覧ください。
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